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一

「
俗
猶
如
是
」

に

つ
い
て

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
中

に
は
、
「
俗
猶
如
是
」
の
表
現
が
、
常
套

語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
日
示
云
、
俗
人
ノ
云
、
何
人
力
厚
衣
ヲ
欲
セ
ザ
ラ
ン
、
誰
人
力
重
味
ヲ

貧
ラ
ザ
ラ
ン
。
(中
略
)
俗
ノ
賢
ナ
ル
、
猶
如
レ是

仏
道
堂
不
レ然

(後
略
)

(長
円
寺
本

五
の
五
)

と
あ
る
。

こ
れ
は
俗
人
で
さ
え
衣
食
に
耐
え
忍
ん
で
修
行
す
れ
ば
、
徳

を
慕
わ
れ
る
。
こ
の
為
現
在
の
仏
道
者
も
、
努
力
し
て
発
心
修
行
す
る

こ
と
を
勧
め
る
説
示
で
あ
る
。

こ
の

「
猶
」
「猶
…
…
況

…
…
」

等
の
表
現
形
式
は
、
ま
ず
あ
る

こ

と
を
軽
く
抑
え
、
次
に
あ
る
こ
と

(重
要
な
方
)
を
掲
げ

て
文
章
を
強

調
す
る

「
抑
揚
形
式
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
軽
く
抑
え
る
の
は
俗
で

あ
り
、
重
要
な
方
を
掲
げ
る
の
は
出
家
者
に
対
し
て
で
あ
る
。
道
元
禅

師
は
何
故

に
、
「俗
猶
如
是
」
と
常
に
好
ん
で
表
現
し
、
又
何
を
主
張

し
様
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

「
俗
猶
如
是
」

の
説

示
対
L象
者

「俗
猶
如
是
」
と
世
俗
の
道
徳
原
理
を
頻
繁

に
引
用
す

る
が
、
『随

聞
記
』
は
出
家
者
中
の
誰
の
為
に
説
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先

の
例

(
五
の
五
)
で
は
、

古
ヘ
モ
皆
ナ
苦
ヲ
シ
ノ
ビ
、
寒
・ヲ
タ
ヘ
テ
、
愁

ヘ
ナ
ガ
ラ
修
道
セ
シ
也
。
今

ノ
学
者
、
ク
ル
シ
ク
愁
ル
ト
モ
、
只
強
テ
学
道
ス
ベ
キ
也
。

と
、
出
家
者
中
の

「
今
の
学
者
」
に
対
す
る
説
示
内
容
で
あ
る
。

又
例

え
ば
、

夜
話
云
、
古
人
云
、
「朝
二
聞
レ道
タ
ニ
死
ト
モ
可
也
。」
、今
学
道
ノ
人
、
有
二

此
心
一ベ
キ
也
。
(三
の
十
三
)

と
、
こ
れ
も

「
今
学
道
人
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

又

『
随
聞
記
』
中
に
は
、
「学
道

ノ
人
」
「学

人
」
「
学
道

ノ
納
子
」

等
の
語
句
が
、
頻
繁
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え

ば
、又

、
マ
コ
ト
ノ
賢
人
ハ
、
猶
賢
ノ
名
ヲ
カ
ク
シ
テ
、
俸
禄
ナ
レ
バ
使
用
ス
ル
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ヨ
シ
ヲ
云
。
俗
人
猶
然
リ
、
学
道
ノ
納
子
、
私
ヲ
存
ズ
ル
事
ナ
カ
レ
。
(後

略
)
(
六
の
三
)

と
、
「学
道
ノ
納
子
」
に
対
し
、
「俗
人
猶
然
り
」
と
叱
咤
激
励
し
て
い

る
。
こ
の
例
等
に
は

「
今
」

の
字
が
な
い
が
、
「
今
学
道
ノ
納
子
」
「今

ノ
学
者
」
と
同
義
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様様
に
考
え
た
時
、

何
故
に
今

の
学
者
に
対
し

「
俗
猶
如
是
」
と
、
世
俗

の
道
徳
原
理
を
引

用
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

「
俗
猶
如
是
」

の
説
示
動
機

目
的

こ
の
問
題
に
対

す
る
第

一
の
解
答
は
、
道
元
禅
師

の
仏
教
界

の
堕

落

・
衰
退
に
対
す
る
危
機
感
で
あ
る
。
例
え
ば

「俗
猶
ヨ
キ
人
」
は
狸

談
な
ど
し
な
い
。
「
況
ヤ
僧

ハ
」
尚
更
の
事
で
、
狼
談
な
ど
せ
ず
仏
道

に
励
む
事
を
述
べ
た
後
、

近
ゴ
ロ
七
八
年
ヨ
リ
以
来
、
今
出
ノ
若
人
達
、
時
々
談
也
。
存
外
ノ
次
第
也

(
二
の
十
四
)

と
、
建
仁
寺
の
若
人
達
が
、
近
ご
ろ
狸
談
す
る
風
潮
を
戒
め
て
い
る
。

又
近
頃
の
建
仁
寺
の
僧
が
、
美
服

・
放
逸
の
言
葉
等
を
好
み
、
仏
法
が

堕
落
し
て
行
く
様様
子
を

見
て
、
「仏
法
陵
遅
シ
行

コ
ト
眼
前
に
近
シ
」

「余
所

モ
被
二推
察

一也
」
(四
の
四
)
と
慨
嘆
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
例

だ
け
か
ら
見
て
も
、
道
元
禅
師

の
目
に
は
、
当
時

の
仏
教
界
が
、
堕
落

衰
退
す
る
様
に
見
え
た

こ
と
は
確
実
で
、
こ
れ
に
対
す
る
危
機
感
が
、

「
俗
猶
如
是
」
と
世
俗

の
道
徳
原
理
を
引
用
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

第
二
の
解
答
は
、
末
法
観
の
否
定
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

示
云
、
仏
々
祖
々
、
皆
本

ハ
凡
夫
也
、
凡
夫
ノ
時

ハ
、
必
ズ
悪
業
モ
ア
リ
、

悪
心
モ
ァ
リ
、
鈍
モ
ア
リ
擬
モ
ア
リ
。
然
ド
モ
、
皆
改
タ
メ
テ
、
知
識
二
従

ガ
ヒ
、
教
行
二
依
シ
カ
バ
、
皆
仏
祖
ト
成
リ
シ
也
、

今
ノ
入
モ
然
ル
ベ
シ
。
我
ガ
身
ヲ
ロ
カ
ナ
レ
バ
、
鈍
ナ
レ
バ
ト
、
卑
下
ス

ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。
今
生
二
発
心
セ
ズ
ン
バ
、
何
ノ
時
ヲ
カ
待
ベ
キ
。
好
ム
ニ

ハ
必
ズ
得
ベ
キ
也

(
一
の
十
三
)

と
、今

ノ
人
の
劣
根
思
想
に
対
す
る
否
定
で
あ

る
。
又
同
様
な
例
に
は
、

示
二
云
、
有
人
ノ
云
、
「我
病
者
也
、
非
器
也
。
学
道
ニ
タ
エ
ズ
。
(
一
の
二
)

と

「非
器
」
感

に
対

し
、
「古
人
山豆
皆
上
器
ナ
ラ
ン
ヤ
」
と
、
末
法

の

劣
根
思
想
を
否
定
し
、
「発
心
修
行
ス
ル
、
学
道
ノ
最
要

ナ
リ
」
と
結

ん
で
い
る
。
又
例
え
ば
、
今
は
末
世

で
、
人

の
生

れ
も
劣

っ
て
い
る

「
末
世
下
根
思
想
」
に
対
し
、
外
典

の
文
を
引

い
た
後
に
、

只
随
分
ノ
賢
ヲ
用
ル
ノ
ミ
也
。
俗
猶
有
二此
義
軸
(僧
)
又
如
レ是

ナ
ル
ベ

シ
。
況
ヤ
又
仏

(
二
の
十
三
)

と
あ
る
。

こ
こ
で
外
典
ハ
を
引
用
し

て

「
俗
猶
有
二此
義
一」
と
云
う

の

は
、
末
法
観
を
抱
い
た
当
時
の
僧
に
対
す
る
戒
め
で
あ
り
、
又
世
俗

の

道
徳
原
理
を
以
て
末
法
思
想
を
否
定
し
、
発
心
修
行
す
る
こ
と
を
求
め

た
も
の
で
あ
る
。

第
三
の
解
答
は
、
天
童
如
浄
禅
師
の
影
響
が
多
分
に
あ
る
様
に
思
わ

れ
る
。
例
え
ば

(三
の
二
十
)
に
は
、
如
浄
禅
師

が
居
眠
り
坐
禅
を
し
て

『
正
法
眼
蔵

随
聞
記
』

の

一
考
察
 
(
末

光
)
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い
る
僧
達

に
対
し
て
、

僧
堂
裏

ニ
ア
ツ
マ
リ
居
シ
テ
、
徒
二
眠
リ
テ
何
ノ
用
ゾ
。
然
バ
何
ゾ
出
家
叢

林
ス
ル
。
不
レ見
麿
、
世
間
ノ
帝
王
官
人
、
何
人
力
身
ヲ
ヤ
ス
ク
ス
ル
。
王

道
ヲ
収
メ
忠
節
ヲ
尽
シ
、
乃
至
庶
民
ハ
田
ヲ
開
キ
鍬
ヲ
ト
ル
マ
デ
モ
、
何
人

力
身
ヲ
ヤ
ス
ク
シ
テ
世
ヲ
ス
ゴ
ス
。
是
ヲ
ノ
ガ
レ
テ
叢
林

二
入
テ
、
虚
ク

過
二時
光
一畢
寛
ジ
テ
何
ノ
用
ゾ
。

と
叱
咤
し
て
い
る
。
こ
の
叱
咤
の
方
法
は
、
世
間
の
帝
王

・
官
人

・
庶

民
の

「
世
俗
の
道
徳
原
理
」
を
引
用
し
て
、
僧
を
戒
め
て
い
る
。

こ
れ

は

『随
聞
記
』
中
屡
使
用
す
る

「
俗
猶
如
是
」
と
同

一
内
容
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
様
に
叱
咤
激
励
す
る
動
機
目
的
は
、

仏
法
ヲ
行
ゼ
ズ
、
眠
臥
シ
テ
虚
過
レ時

尤
愚
也
。
故
二
仏
法
ワ
衰

工
去
也
。

と
、
.
 
同
じ
く
仏
法
衰
退
に
対
す
る
危
機
意
識
で
あ
る
。

こ
の
様
な
如
浄

禅
師
の
考
え
方
を
、

如
レ是
道
理
ヲ
以
テ
、
衆
僧
ヲ
ス
ス
メ
テ
坐
禅

セ
.
 
シ
メ
シ
事
、
親
ク
見
レ
之

也
、
今
ノ
学
人
モ
、
彼
ノ
風
ヲ
思
ベ
シ

と
、
道
元
禅
師
が
直
接
体
験
し
、
更
に
如
浄
禅
師

の
家
風
を
継
承
す
る

事
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
例
か
ら
推
測
す
る
に
、
道
元
禅
師
の

「
今
学

道
ノ
人
」
に
対
す
る
求
道
心
の
厳
格
な
要
求
や
、
仏
道

の
衰
退
に
対
す

る
危
機
意
識
は
、
師
の
影
響
が
多
分
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
。

結

言

和
辻
哲
郎
博
士
は
、
『沙
門
道
元
』

の
中
で
、

彼
が

「俗
な
お
か
く
の
如
し
」
と
し
て
僧
侶
に
訓
え
る
美
徳
は
、
す
べ
て
儒

教
の
徳
で
あ
っ
て
、
彼
は
そ
れ
を
仏
徒
に
も
ふ
さ
わ
し
い
と
見
る
の
で
あ

る

(『
正
法
眼
蔵
弁
道
話

・
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
古
典
ハ日
本
文
学
全
集

筑

摩
書
房

三
五
四
-
五
頁
)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
ふ
さ
わ
し
い
」
と
は
、
「
あ
る
も
の
が
他
の
も

の
と
つ
り
あ

っ
て
い
る
」
意
味
で
、

こ
の
場
合
に
は
、
仏
教
と
儒
教

の

徳
で
あ
る
。
し
か
し

「
俗
猶
如
是
」
の
内
容
は
、
(
1
)
世
間
と
出
世
間
を

区
別
し
て
い
る
表
現
で
あ
り
、
(
2
)こ
れ
は
当
時

の
仏
教
者
に
対
す
る
叱

咤
激
励
で
あ
り
、
仏
法
衰
退
に
対
す
る
危
機
意
識
と
、
末
法
劣
根
意
識

の
否
定
に
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
為
に
、
俗
人
の
世
界
の
道
徳
原
理

を
峻

別
し
な
が
ら

も
借
用

し
、
俗
人
で
さ
え
も
こ
う
な
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
し
て
や
更
に
す
ぐ
れ

た
出
家
者
は
、
更
に
努
力
精
進
す
べ
き
事
を
説

示
し
た
も
の
と
思

え

る
。
こ
の
故
に
、
儒
教
の
徳
を
引
用
す
る
事
を
以
て
、
直
ち
に
仏
徒
に

も
ふ
さ
わ
し
い
と
解
釈
し
、
「
不
徹
底
な
立
場
」
と
考
え
る
事

に
は
、

問
題

が
あ

る
。

(以
上
の
詳
細
は
、
『駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報

第
十
六
号
掲
載
予
定
)

(
駒
沢
大
学
大
学
院
修
了
)
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